 (
2008
年
　
3
月
15
日発行
)
 (
特集：
「子育て支援」
平成15年に制定された次世代育成対策推進法の理念に基づき、三島市では平成17年に「三島市次世代育成計画～エンゼルスマイル三島
Ⅱ
～」を策定。様々な子育て支援が行われています。今回は、図書館にある「子育て支援」や子育てに役立つ資料を紹介します。
★図書
『
子育て支援のすすめ
－施設・家庭・地域をむすぶ－』　北野幸子編著　立石宏昭編著　ミネルヴァ書房　
2006.10
『
「子育て支援が親をダメにする」なんて言わせない
』大日向雅美著　岩波書店　
2005.3
『
放課後の居場所を考える
－学童保育と「放課後子どもプラン」－』下浦忠治〔著〕岩波書店　
2007.5
『
子育て支援データ集
　２００６年版』　生活情報センター編集部編集　生活情報センター　
2006.8
『
子育て・教育・子どもの暮らしのデータ集
　２００５年版』　生活情報センター編集部編集　生活情報センター　
2005.10
『
最新保育資料集
　２００７』　子どもと保育総合研究所編　ミネルヴァ書房　
2007.3
『
子ども白書
－「子どもを大切にする国」をめざして－２００７』　日本子どもを守る会編　草土文化　
2007.7
　
『
保育白書
　２００７年版』　全国保育団体連絡会編　保育研究所編　ちいさいなかま社　
2007.8
『
厚生労働白書
　平成
19
年版』　厚生労働省編　ぎょうせい　
2007.9
『
少子化社会白書
　平成
19
年版』　内閣府編集　日経印刷　
2007.11
『
保育園入園案内
　平成
20
年度』三島市福祉事務所子育て支援課保育係〔編〕　三島市　
2007
『
ふじやまママの子連れ便利帖
－静岡県東部子育て情報誌－２００４　ｖｏｌ．５』　ふじやまママ編　ふじやまママ　
2004.3
『
みしま子育てマップ
』　三島市福祉事務所（子育て支援課）　
2006.7
★
雑誌
「
ＮＨＫすくすく子育て
」「
クーヨン
」「
母の友
」「
ちいさい・おおきい・よわい・つよい
」
★
インターネット
「
ｉ－
子育てネット　全国子育て支援ネットワーク
」　
（財団法人こども未来財団）　
http://www.i-kosodate.net/index.html
「
女性情報ポータル
Winet
（ｳｨﾈｯﾄ）
」　
（国立女性教育会館女性教育情報センター）　
http://winet.nwec.jp/navi/
「
子育て支援
」　
（三島市）
　
http://www.city.mishima.shizuoka.jp/web_contentlist0305.html
子育て支援室（静岡県）　
http://www.pref.shizuoka.jp/kousei/ko-130/kosodate/index.htm
)


























 (
図書館を活用しませんか？
「
コピーサービス」
)

 (
　
図書館にある資料は著作権法の許す範囲で複写することができます。
（１枚10円）
市外の図書館資料の場合は、所蔵する図書館と申込方法を調べます。（料金は所蔵館の規定による。）
☆
図書館で複写可能な範囲･･･全体の半分以内、各一部まで。
※
公用事務でコピーしたいものがある場合は、なるべく便宜を図りますので職員にご相談ください。（行政資料、県立図書館資料、他市のゼンリン等）
)





 (
＜回答＞
　
主な資料の所蔵状況は以下のとおりです。現在までの資料を保存しています。（一部欠けている場合もあります。）
・
予算書
　　　昭和33年
度
以降
・
決算書
　　　昭和35年
度
以降
・
議会会
議
録
　昭和54年以降
・
三島の統計
　昭和25年以降
・
三島の教育
　昭和40年
度
以降　など。もっと古い資料もあります
（＠ｏ＠）！
へ。
＜調査方法＞
　
　
蔵書検索で、検索条件のタイトルに「三島」と入力、著者名の欄をタイトルに変更して「予算」や「決算」等と入力して検索します。ただし、議会会議録は〔図書〕ではなく〔雑誌〕（逐次刊行物）として登録していますので、検索対象の〔図書〕のチェックを外し、〔雑誌〕にチェックしてから検索してください。
（
＠ｏ＠）！
ホームページの蔵書検索ではわかりにくい、更に古い資料も保存しています。たとえば、中郷村の議案綴、大正11年三島町役場の予算書、昭和5年～昭和32年の三島市決算書などです。これらの資料は、人事文書課から移管されましたが、綴りがかなり傷んでいるため、酸化を防ぐ保存箱に入れてあります。すぐに出せますのでお問い合わせください。
　　移管資料一覧→
http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/siryou/ikanH15_bunsyo.xls
★
 図書館では、行政資料を収集、保存しています。資料を廃棄する前に、是非図書館へ声をかけてください。パンフレット類や静岡県発行のものも捨てないでください！
三島の図書館は、もちろん
、
静岡県立中央図書館、国立国会図書館でも、行政資料を収集しています。
　　国会図書館からの文書→
http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/MM/NDL.pdf
　　国会図書館の納本制度→
http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/deposit_01what.html
) (
「レファレンス　サービス」とは？
司書が、あなたの調べたいことについて、資料や情報を探して紹介したり、調査法などの相談に応じるサービスです。
) (
レファレンス事例
「
三島市の古い予算書、決算書や議会
会議録
、統計はあるか？
」
)

















 (
２月19日
に行った
貸出カード発行出張サービス
をご利用いただきありがとうございました。当日延べ41名の職員の方や議員の方にご利用いただき
ま
した。　パスワードを登録したのに図書館のホームページで予約が出来な
かったり
、貸出カードを作っ
ても
忙しくて
仕事で使いたい資料を
借りに行くことができない、など
ということが
ありましたら電話でご相談ください。
)

 (
今月のピックアップー新着資料から
　
このタイトルに惹かれて、この本を手に取る方も多いのではないのでしょうか？
　そういうあなたは、自分の職場が楽しいですか。○○と
××
が、もっと協力すれば仕事がはかどるのに、とか、自分がきちんと評価されていないなんて思うことは、ありませんか。
組織力は「個人の力」と「個人間のつながり」の掛け算でできる。個人間のつながりの弱体化は、社員に孤立感を抱かせる原因になり、そのことによって、会社が毎日通うのが苦痛
な
場
所
になって
いて
は、社会的な会社とは決して言えないとこの本では述べている。
　
会社の評価軸が｢業績｣という｢一軸｣になってしまい、社員がなかなか認められる機会がなくなってきているなかで、協力し合えない現状を把握し、原因の分析を行い、社会心理学の観点からも論じている。
　
「社員が楽しく働ける職場」づくりに取り組んでいる企業の事例
も
取り上げているが、それが必ずしも、市役所などで実践可能とは言えない例もあるのが、残念
。
『
不機嫌な職場―なぜ社員同士で
協力できないのか
』高橋克徳、河合太
介、永田稔、渡部幹
　
著　講談社
　　　　　　　　　　　　
　　
)[image: 287926-1]














 (
図書館は、隔月
15
日に、三島市職員向けにメールマガジンを発行します。次号は、
５月15日
発行予定です。
ご意見・ご質問
は図書館本館へ。電話９８３－０８８０（内線６３８９）
http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/
)
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